


本日の内容

1.３Ｄ都市モデルとは

2.あつぎ３Ｄデジタルマップについて

3.復興まちづくり訓練への活用

4.今後の期待

5.まとめ



３Ｄ都市モデルとは

現実の都市空間をデータ上で再現した３Ｄの「デジタル地図」

二次元の地図に建物・地形の高さや建物の形状などを掛け合わせて作成し
た三次元の地図に、建築物の名称や用途などの多様な情報を加え、都市空
間そのものをデジタル上で再現したもの。

（1）３Ｄ都市モデル概要

１．３Ｄ都市モデルとは



１．３Ｄ都市モデルとは

３Ｄ都市モデルでは、「詳細さの度合い（詳細度）」を
ＬＯＤ１～４で定義している。



①本厚木駅周辺

②愛甲石田駅周辺

詳細度 整備範囲

LOD1 都市計画区域（＝市全域）
（93.84㎞2）

LOD2 都市機能誘導区域（2.26㎞2）
①本厚木駅周辺
②愛甲石田駅周辺

ＬＯＤ２イメージ
（テクスチャ―付き）

１．３Ｄ都市モデルとは

（2）厚木市の整備範囲

市域全体をＬＯＤ１で構築し、本厚木駅及び愛甲石田駅周辺はＬＯＤ２
（テクスチャ―写真付き）でより明細な形状で構築している。

ＬＯＤ１イメージ



国土交通省が主導する、日本全国の3D都市モデルの

整備・オープンデータ化プロジェクト「Project PLATEAU（プラトー）」

に厚木市は昨年度参画し、３D都市モデルの整備を行った。

１．３Ｄ都市モデルとは

（3）Project Plateauへの参画

・国土交通省では、スマートシティをはじめとしたまちづくりのデジタ
ルトランスフォーメーションを進めるため、そのデジタル・インフラと
なる３Ｄ都市モデルの整備・活用・オープンデータ化を推進するProject 
PLATEAU（プラトー）を2020年度から進めている。
・３Ｄ都市モデルの多様な提供価値を活かすことで、防災、まちづくり、
環境、モビリティ、防犯、健康など様々な分野における地域課題の解決
に役立つユースケース（活用事例）を開発することが可能。
・令和５年度末には約200都市で３Ｄ都市モデルが整備され、令和６年度
末には約250都市となる予定。

PLATEAU(プラトー)とは



■国土交通省PLATEAU(プラトー) ホームページ
https://www.mlit.go.jp/plateau/

■都市空間情報デジタル基盤構築支援事業（PLATEAU補助制度）ポータル
https://www.mlit.go.jp/toshi/daisei/plateau_hojo.html

１．３Ｄ都市モデルとは

https://www.mlit.go.jp/plateau/
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２．あつぎ３Ｄデジタルマップについて

３Ｄ都市
モデル
データ

国土交通省

・整備した３Ｄ都市モデルデータを国土交通省のProject PLATEAU

（プラトー）のホームページにオープンデータとして搭載。

・PLATEAU VIEWで３Ｄ都市モデルの閲覧も可能。

・厚木市はプラトーだけではなく、市独自の閲覧用ビューアも整備。

Project PLATEAU

厚木市

あつぎ

３Ｄデジタルマップ

PLATEAU VIEWビューア

ビューア

オープン

データ化

（1）３Ｄ都市モデルの搭載



（2）あつぎ３Ｄデジタルマップの整備

被害想定を直感的に理解できるように、市独自に構築した閲覧用ビューア
「あつぎ３Ｄデジタルマップ」を整備。

２．あつぎ３Ｄデジタルマップについて

３Ｄデジタルマップで三次元に可視化した
浸水想定区域図

出典：岡谷市HP

これまでの二次元の浸水想定区域図



（3）あつぎ３Ｄデジタルマップの特徴

２．あつぎ３Ｄデジタルマップについて

①知りたい情報を簡潔に調べることが可能
各ハザードごとにマップが別になっており、見たい情報が初期表示さ
れている。また、レイヤーの表示非表示の設定変更ができるため、地点の
情報を詳しく調べることができる。

②操作が簡単
搭載されている情報は厚木市内の情報のみでわかりやすい（初期位置も本
厚木駅に設定されている。）。また、直感的に操作できる操作感になって
いる。

PLATEAU VIEW

搭載情報：全国
初期位置：東京駅

あつぎ３Ｄデジタルマップ

搭載情報：厚木市内
初期位置：本厚木駅

レイヤー
ON/OFF 可能

【参考】



（4）あつぎ３Ｄデジタルマップの種類

①あつぎ３Ｄデジタルマップ（ＬＯＤ１・ＬＯＤ２）
建物のみを表示したベーシックなマップ。
市内の全ての建物を三次元で閲覧できる。
ＬＯＤ２マップでは本厚木駅周辺、愛甲石田駅周辺は建物にテクスチャ
（写真）を貼り、より実空間に近い状態で再現している。

②オールハザードマップ
洪水浸水、土砂災害、地震（震度分布・液状化危険度）、内水浸水など、
オールハザードマップの情報を表示している。
市内で想定される災害リスクを三次元で確認できる。

③ヒヤリハットマップ
令和５年度に道路部で実施した走行ビッグデータの解析結果を地図上で
確認できる。

④都市計画決定マップ
都市計画決定情報や立地適正化計画の情報を地図上で確認できる。

２．あつぎ３Ｄデジタルマップについて
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あつぎ３Ｄデジタルマップ

２．あつぎ３Ｄデジタルマップについて
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① 防災機能を向上させる都市づくり

② 都市機能を維持・継続する
都市づくり

③ 市民との協働により被害を軽減し
、みんなの命を守る都市づくり

地震災害に対する取組方針

水害に対する取組方針

雨水出水（内水）に対する取組方針

土砂災害に対する取組方針

複合災害に対する取組方針

復興まちづくりの事前検討

早期復旧・復興のための体制の構築

都市復興の計画策定に向けた
プロセスの整理

市民との協働による復興

① 災害が起きても早急に復旧・復
興できる都市づくり

② 市民と一丸となって早急に復興
まちづくりを推進できる都市づくり

取組方針

３．復興まちづくり訓練への活用

（1）防災都市づくり計画について



復旧とは

復興とは

３．復興まちづくり訓練への活用

被害を修復してもとの状
態に回復すること。

単に従前の状況に復旧す
るのではなく、経済や地
域をより良い状態にする
ために、新しい市街地や
地域の創出を目指すこと。

（2）復興とは



⚫ 復興まちづくりに対応できる職員を育成するため、復興まちづくりへ
の理解と知識を得るための復興訓練の実施。

⚫ 平時から市民に被害想定や復興まちづくりへの理解を深めてもらうと
ともに、市民、行政で地域ごとの復興まちづくりの方針を検討、共有
するための「復興まちづくり訓練」の実施。

３．復興まちづくり訓練への活用

（3）復興事前準備について

「復興事前準備」とは、平時から災害が発生した際のことを想定し、
どのような被害が発生しても対応できるよう、復興に資するソフト
対策を事前に準備しておくこと。

②「復興事前準備」の取組

①「復興事前準備」とは



３．復興まちづくり訓練への活用

地震 浸水 土砂

都心南部直下地震等の大規模災害や頻発化・激甚化する台風や局地的集中豪雨
による洪水・浸水被害等の災害リスク

３Ｄ都市モデルに可視化した
浸水想定区域や土砂災害警戒
区域などを重ね合わせること
で、災害リスクを直感的に理
解できる。

（4）３Ｄデジタルマップの活用

市民・事業者・行政が被害想定を直感的に理解し共有するため、
デジタル技術を活用した災害リスクの可視化。



３．復興まちづくり訓練への活用

テーマ：あつぎ３Ｄデジタルマップを活用して
復興まちづくりを考える

【内容】
• 厚木地域の災害リスクを理解する
• 厚木地域におけるまちづくりの課題と復興後の目指すべきまち
の姿をイメージする（アイデア出し）

• 市民との協働による復興まちづくりの方針（取り組み）の検討

留意点：
・普段の防災対策とは想定場面が異なる
・大規模震災による壊滅的被害からの
復興を考える

（5）復興まちづくり訓練の例



３．復興まちづくり訓練への活用

① 被害想定や地域特性等について学び、
復興まちづくりへの理解と知識を身に付ける。

② 災害からの早期復興実現のためには、
災害への備えについて一人一人が“自分ごと”
として考えることが、必要であることの理解を深める。

（6）復興まちづくり訓練の目的
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（1）防災におけるあつぎ３Ｄデジタルマップへの期待

４．今後の期待

①災害リスクを確認するツール

「あつぎ３Dデジタルマップ」は、市民の皆様、誰もが簡単に操作
できることを第一に整備しているため、自宅や勤務地などの災害リス
クを確認できるツールとして役立てたい。

「あつぎ３Ｄデジタルマップ」を実際に操作し、地域の災害リス
クを話し合う場で共有できるため、市内の被災想定や復興について
の理解を深めるための「復興まちづくり訓練」を始め、防災意識の
向上や避難計画の作成などへ活用が可能。
子どもたちの防災教育などにも活用できる。

②「復興まちづくり訓練」などへの活用



４．今後の期待

想定外があることを理解した上で、
災害リスクを認知する

データに基づいた被災想定であり、全てをデータ化できるわけでは
ない（データ化しているのはあくまで想定）

人工物 →○データ化
自然災害→△データ化

前提

時間軸・空間軸を超えて災害について認知できる

可能性

防災意識の向上

（2）あつぎ３Ｄデジタルマップの可能性



４．今後の期待

事前にデータを取得するには限りがあるが、
発災後のデータを活用することも可能

例）・地形測量による点群データや航空写真を活用した
斜面崩落・堆積分布の表示、路面状況の確認、災害査定

・被害状況をリアルタイムに共有 など

防災・減災

発災前

応急・復旧・復興

発災後

災害の分析・シミュレーション・対策が可能
地図データであれば搭載が可能

例）・これまでの内容（復興事前準備）
・地震や土砂、浸水の災害及び避難行動のシミュレーション
・ハード対策の効果検証 など

（3）３Ｄ都市モデルの可能性
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あつぎ３Ｄデジタルマップの構築

防災意識の向上

復興まちづくり訓練などへの活用

５．まとめ

誰もが使える災害リスク確認ツール



３Ｄ都市モデルは様々なデータと組み合
わせることで、まちづくりを始め、防災、
観光、シティプロモーション、交通、環境
等、多様な分野でのシミュレーションや分
析が可能です。
３Ｄ都市モデルのデータは国土交通省の

ホームページ上で
オープンデータ化されており、誰でも無償
で自由に利用が可能です。
様々な分野における活用や提案、企業や

大学等と連携した取り組みなども今後期待
できます。

５．まとめ

おわりに


